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世界中が COVID-19 に対応するなか、看護の教育・研究・実践においても変化や新たなことに対応

し進展し続けています。本誌では、ここに創生された知の発信と蓄積は、これからの看護を展開する

うえで極めて重要であると考え、本誌初の連続特集を企画してきました。

第 16 巻（2021）は「With コロナ時代の教育・研究・実践」をテーマに、それぞれの立場から、

新たな状況への試みや挑戦、展望について発展的な論考をお届けしました。第 17 巻（2022）は

「ニューノーマル時代の看護学教育：演習・実習の新たな展開」をテーマとして、座談会形式で討論

していただきました。本学の看護学教育が社会の変化を教育の進化の契機にして、しなやかに対応し

ている様や、本学が従来から大事にしてきた学修者と教育者との相互の関係性を一層重要にしつつ、

不変と変革を併せ持ったより良い学びの環境を編み出しているという特徴も見えてきました。

そして、第 18 巻は一連の特集の完結編となります。COVID-19 により、当初から with コロナ、

after コロナも話題にされてきましたが、様々な制限が緩和に向かう中、今後も保健医療福祉関連は

流動的な状況にあるのだろうと思います。看護の教育・実践・研究においても COVID-19 によって変

化を余儀なくされてきましたが、問題や課題に革新的に対応し続けています。これらの一連の経過に

はこれまでにない苦悩もあったかと思いますが、COVID-19 による変化に新たな具体策を総動員しな

がら取り組んでいくことによって、看護の状況が社会的に注目されたり、看護や看護教育の前進、変

化、そして創出を加速させた一面もあるのではないでしょうか。

第 18 巻では、福井トシ子氏には日本の看護の現状と未来について、小川久貴子氏には大学と看護

学教育について、また、臨床の側面からは、河合麻衣子氏、内田朋子氏、山田香代氏、松村未来氏

に、コロナ禍で教育を受けた看護師の臨床実践に関してご執筆いただきました。それぞれの立場から

のご活動経験を通して、『COVID-19 は、看護をどのように変化させ、未来に向けて進化させていく

のか』、看護の更なる進化や発展、社会からの期待などを考えていく機会にしたいと思います。

＜ご寄稿いただいた方々＞

福井トシ子氏（公益社団法人 日本看護協会 会長）

小川久貴子氏（東京女子医科大学看護学会 理事長、東京女子医科大学看護学部 学部長）

河合麻衣子氏（東京女子医科大学病院 看護部 教育担当）

内田　朋子氏（東京女子医科大学病院 看護部 教育担当副部長）

山田　香代氏（東京女子医科大学病院 看護部 看護師長）

松村　未来氏（東京女子医科大学病院 看護部 看護師）

第 18 巻特集「コロナ禍を超えていく未来の看護を考える」



東京女子医科大学看護学会

第18回学術集会



会　　則　　等
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東京女子医科大学看護学会会則

第 1 章　総　　　　則
第 1 条	 本会は、東京女子医科大学看護学会（The 

Nursing Research Colloquium of Tokyo 

Women's Medical University）と称す。

第 2 条	 本会の事務局を学校法人東京女子医科大

学に置く。

第 2 章　目的及び事業
第３条	 本会は会員相互の学術的研鑽と交流を図

り、看護学の発展を目指すことを目的と

する。

第４条	 本会は第 3 条の目的を達成するため次の

事業を行う。

⑴学術集会の開催

⑵総会の開催

⑶会誌の発行

⑷その他本会の目的達成に必要な事業

第 3 章　会　　　　員
第 5 条	 本会の会員は次の通りとする。

⑴正会員

⑵準会員

⑶賛助会員

第６条	 正会員とは、本会の目的に賛同し、看護

研究、看護教育、看護実践に携わる者

で、理事会の承認を得た者をいう。

第７条	 準会員とは、本会の目的に賛同する、東

京女子医科大学看護学部学生、東京女子

医科大学看護専門学校生で、理事会の承

認を得た者をいう。

第８条	 賛助会員とは本会の目的に賛同する個

人、または団体で、理事会の承認を得た

者をいう。

第９条	 本会に入会を希望する者は東京女子医科

大学看護学会入会申込書を本会事務局に

提出するものとする。

第 10 条	 本会に入会を認められた者は、所定の年

会費を納入しなければならない。

2　既納の年会費は、いかなる理由があっ

てもこれを返還しない。

第 11 条	 会員は、次の理由によりその資格を喪失

する。

⑴退会

⑵会費の滞納（2 年間）

⑶死亡または失踪宣告

⑷除名

2　退会を希望する会員は、理事会へ退会

届を提出しなければならない。

3　本会の名誉を傷つけ、または本会の目

的に反する行為のあった会員は、理事会

の議を経て理事長が除名することができ

る。

第 4 章　役員および学術集会会長
第 12 条	 本会に次の役員を置き、その任期は 3 年

とし再任を妨げない。但し、引き続き 6

年を超えて在任することはできない。

⑴理事長	 1 名

⑵副理事長	 1 名

⑶理事	 6 名	

（理事長・副理事長を含む）

⑷監事	 2 名

⑸評議員	 17 名

第 13 条	 役員の選出は次の通りとする。

⑴理事長は理事の互選により選出し、評

議員会の議を経て総会の承認を得る。

⑵副理事長は理事の中から理事長が指名

し、評議員会の議を経て総会の承認を

得る。

⑶理事 ･ 評議員は 3 年ごとに改選する。

⑷理事および監事は評議員の中から選挙

で選出し総会の承認を得る。

⑸評議員は正会員の中から選挙により選

出する。選出の方法は別に定める。

⑹評議員に欠員が生じた時は、評議員選

挙における次点者が、残任期間その任
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に当たるものとする。

第 14 条	 役員は次の職務を行う。

⑴理事長は本会を代表し会務を統括す

る。

⑵副理事長は、理事長を補佐し、理事長

に事故あるときはこれを代行する。

⑶理事は、理事会を組織し、会務を執行

する。

⑷監事は、本会の事業および会計を監査

する。

⑸評議員は評議員会を組織し、この会則

に定める事項のほかに理事長の諮問に

応じ、本会の運営に関する重要事項を

審議する。

第 15 条	 本会に学術集会会長を置く。

第 16 条	 学術集会会長は、評議員会で正会員の中

から選出し、総会の承認を得る。

第 17 条	 学術集会会長の任期は 1 年とし、原則と

して再任は認めない。

第 18 条	 学術集会会長は学術集会を主催する。

第 5 章　会　　　　議
第 19 条	 本会に次の会議を置く。

⑴理事会

⑵評議員会

⑶総会

第 20 条	 理事会は、理事長が招集しその議長とな

る。

2　理事会は毎年 3 回以上開催する。但し、

理事の 3 分の 1 以上から請求があった

ときは、理事長は、臨時に理事会を開催

しなければならない。

3　理事会は、理事の過半数の出席をもっ

て成立とする。

第 21 条	 評議員会は理事長が招集し、その議長と

なる。

2　評議員会は、毎年 1 回開催する。但し、

評議員の 3 分の 1 以上から請求があっ

たとき及び理事会が必要と認めたとき、

理事長は臨時に評議員会を開催しなけれ

ばならない。

3　評議員会は、評議員の過半数の出席を

もって成立とする。

第 22 条	 総会は理事長が招集し、学術集会会長が

議長となる。

2　総会は、毎年 1 回開催する。但し、正

会員の 5 分の 1 以上から請求があった

とき及び理事会が必要と認めたとき、理

事長は臨時に総会を開催しなければなら

ない。

3　総会は、正会員の 5 分の 1 以上の出席

または委任状をもって成立とする。

第 23 条	 総会は、この会則に定める事項のほか次

の事項を議決する。

⑴事業計画および収支予算

⑵事業報告および収支決算

⑶その他理事会が必要と認めた事項

第 24 条	 総会における議事は、出席正会員の過半

数をもって決し、可否同数のときは議長

の決するところによる。

第 6 章　学  術  集  会
第 25 条	 学術集会は毎年 1 回開催する。

第 26 条	 学術集会会長は学術集会の企画運営につ

いて審議するため、学術集会企画委員会

を委嘱し、委員会を組織する。

第 7 章　会 　 誌 　 等
第 27 条	 本会は、年 1 回以上会誌を発行する。

第８章　会　　　　計
第 28 条	 本会の費用は、会費その他の収入をもっ

てこれに当てる。

2　本会の予算は、評議員会および総会の

承認を受け、会誌に掲載しなければなら

ない。

3　本会の決算は、評議員会および総会の

承認を受け、会誌に掲載しなければなら

ない。

第 29 条	 本会の会計年度は、毎年 4 月 1 日に始
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まり、翌年 3 月 31 日で終わる。

第 30 条	 学術集会の会計は独立会計とする。

第９章　会 則 の 変 更
第 31 条	 本会の会則を変更する場合は、理事会及

び評議員会の議を経て総会の承認を必要

とする。

2　前項の承認は、第 24 条に関わらず出席

者の 3 分の 2 以上の賛成を必要とする。

　　　

第 10 章　雑　　　則
第 32 条	 この会則に定めるもののほか、本会の運

営に必要な事項は、別に定める。

附則
この会則は、平成 16 年 10 月 2 日から施行する。

この会則の改正は、平成 19 年 10 月 6 日から施

行する。

（第 13 条（3）改正）
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東京女子医科大学看護学会細則

第 1 条	 この細則は、東京女子医科大学看護学会会則第 32 条に基づき、東京女子医科大学看護学会の運営 
に必要な事項を定める。

第２条	 本会の入会金は 3000 円とする。
2		 本会の正会員の年会費は 5000 円とする。
3		 本会の準会員の年会費は 2000 円とする。但し、準会員の入会金は徴収しない。。
4		 本会の賛助会員の年会費は 1 口 20000 円とし、2 口以上とする。

第３条	 学術集会企画委員は次の事項を審議する。
⑴学術集会の形式

⑵演題の選定および座長の選出

⑶その他学術集会の運営に関すること

2		 学術集会企画委員は、次の委員をもって組織する。
⑴学術集会会長

⑵理事 1 名

⑶評議員 2 名

⑷その他学術集会会長が必要と認めた正会員

3		 学術集会の研究発表は原則会員に限る。
4		 委員長は、学術集会会長とする。

第４条	 本学会に編集委員会を置く。
2		 編集委員会は理事会で推薦された 5 名程度の委員をもって組織する。
3		 編集委員長は理事会から選出された理事をもってあてる。
4		 編集委員会は、年 1 回以上会誌の編集および発行を行う。

第 5 条	 本学会に広報委員会を置く。
2		 広報委員会は理事会で推薦された 5 名程度の委員をもって組織する。
3		 広報委員長は理事会で選出された理事をもってあてる。
4		 広報委員は本学会に関する情報を発信するとともに、会員同士のコミュニケーションを促進する

ため以下の活動を行う。
⑴ニュースレターの発行

⑵ホームページの作成、管理等

第 6 条	 本学会に総務委員会を置く。
2		 総務委員会は理事会で推薦された 5 名程度の委員をもって組織する。
3		 総務委員長は理事会から選出された理事をもってあてる。　
4		 総務委員は本会の会員管理および事務局運営を円滑に行うために、以下の活動を行う。

⑴会員の名簿管理

⑵予算管理

⑶事務局の運営、業務遂行に関すること

第 7 条	 理事会は必要に応じ委員会を設けることができる。
2		 委員長は理事会で選出された理事をもってあてる。

附則
この細則は、平成 16 年 10 月 2 日から施行する。

この細則の改正は、平成 30 年 9 月 21 日から施行する。（第 2 条 3 改正）
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資料 1

東京女子医科大学看護学会理事会報告
(2021 年度総会以降の理事会も含む )

○ 2021 年度

　第 4 回　理事会

　2021 年 12 月 21 日（火）16：00 〜 16：30　Web 会議（COVID-19 蔓延のため）

　議題

１）第 17 回学術集会報告

２）第 18 回学術集会進捗状況

３）2021 年度各委員会活動経過報告

４）新規入会・退会希望者

　第 5 回　理事会

　2022 年 3 月 18 日（金）16：00 〜 17：10　Web 会議（COVID-19 蔓延のため）

　議題　　

１）第 18 回学術集会進捗状況報告

２）2021 年度活動報告

３）2021 年度会計の締め切り

４）選挙管理委員会進捗報告

５）新規入会・退会希望者

６）個人情報保護方針の一部改訂

７）2022 年度補正予算案

８）理事会開催回数の削減（年間 5 回から 4 回へ）

９）コスト・労力削減に関する検討（郵送から電子媒体へシフト）

○ 2022 年度

　第 1 回　理事会

　2022 年 5 月 13 日（金）16：00 〜 16：50　Web 会議（COVID-19 蔓延のため）

　議題

１）第 18 回学術集会進捗状況報告

２）2022 年度各委員会活動計画

３）第 20 回学術集会大会長の検討

４）選挙管理委員会進捗報告

５）2021 年度決算報告

６）新規入会・退会希望者

７）研究助成規程の改訂案

８）研究助成について（研究助成終了者手続き、今年度募集）

９）年会費滞納者への学会誌送付

10）2022 年度理事会・評議員会年間スケジュール
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　第 2 回　理事会　　

　2022 年 8 月 25 日（火）17：00 〜 17：50　Web 会議（COVID-19 蔓延のため）

　議題

１）第 18 回学術集会進行状況報告

２）第 19 回学術集会大会長挨拶

３）2022 年度各委員会活動経過報告

４）新規入会・退会希望者

５）2021 年度研究助成終了者報告および 2022 年度申請者

６）2022 年度評議員会議題

７）2022 年度書面総会プログラム

８）2023 年度予算案

９）2023 年度事業計画案

10）第 19 回（2024 年度）学術集会大会長

　第 3 回　理事会　　

　2022 年 12 月 22 日（木）16：00 〜 17：00　Web 会議（COVID-19 蔓延のため）

　議題

１）第 18 回学術集会報告（決算あり）

２）第 19 回学術集会進捗報告

３）2022 年度各委員会活動経過報告

４）新規入会・退会希望者
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東京女子医科大学看護学会評議員会報告

○ 2022 年度

　2022 年 8 月 25 日（木）17：50 ～ 18：30　※リモート会議（COVID-19 蔓延のため）

　議題

１）第 18 回学術集会進行状況報告

２）会員数

３）理事会・評議員会報告

４）2021 年度各委員会活動報告

５）2021 年度研究助成者修了者および 2022 年度申請者

６）第 19 回学術集会大会長の挨拶

７）2021 年度決算・監査

８）2023 年度事業計画案

９）2023 年度予算案

10）2022 年度役員選挙結果

11）2022 年度総会プログラム案

12）第 20 回学術集会大会長の選出

資料 2
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2022 年度東京女子医科大学看護学会　総会　議事録

日　時：2022 年 10 月 1 日（土）〜 10 月 21 日（金）

形　態：Google フォームを使用した書面総会 

出　席：29 名、欠席：委任状有 56 名

書記：山口紀子（総務委員会）

2022 年 10 月 1 日現在総正会員数 280 名であり、Google フォームでの本総会出席 29 名（重複回答 1 名を

除く）・委任状 56 名、合計 85 名であり、正会員の 5 分の 1 以上の参加により総会の成立を確認した。

【理事長挨拶】（資料 1）

【報告事項】

１．理事会報告・評議員会報告（資料 2,3）

・資料のとおり 2021 年度に開催された第 4・5 回理事会、2022 年度に開催された第 1・2 回理事会、

2022 年度に開催された評議員会について報告があった。

２．各委員会報告（資料 4,5）

・資料のとおり 2021 年度活動報告および 2022 年度活動経過報告があった。

３．2021 年度研究助成者（資料 6）

・資料のとおり 2021 年度の研究助成終了および 2022 年度新規採択研究助成について報告があった。

４．第 18 回学術集会長挨拶（資料 7）

【審議事項】

1．第 7 期（2023 年度）理事長、副理事長について

･ 第 7 期理事会役員として、理事長 小川久貴子氏、副理事長 山内典子氏が選出された旨が報告された。

2．2021 年度決算・監査（資料 8）

・報告書のとおり、決算報告と監事より 2020 年度決算に対する監査報告があった。

3．2023 年度事業計画案・各委員会活動計画案（資料 9）

・報告書のとおり 2023 年度事業計画案、2023 年度委員会活動計画案について報告があった。

4．2023 年度予算案（資料 10）

・報告書のとおり 2023 年度予算案について報告があった。

5．第 20 回学術集会長について

･ 第 20 回学術集会長について、東京女子医科大学看護学部の吉武久美子氏が選出された旨が報告された。

上記 5 つの審議について、賛成多数にて承認された。

【その他】

尚、2022 年度に行われた第 7 期理事評議員選挙に際し、看護系同窓会より選挙システム改善のため 5 万円

の寄付を頂いたが学会予算内で賄えたため、寄付金は同窓会に全額返金することとした、ことを補足する。

資料 3
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2021 年度　東京女子医科大学看護学会　各委員会活動経過報告

編集委員会

１．東京女子医科大学看護学会第 17 回学術集会報告の学会誌への原稿依頼

　（予定）

２．東京女子医科大学看護学会誌（第 17 巻第１号）の編集

　（2022 年 3 月発刊予定）

３．投稿規程の修正

４．専任査読者制度の検討

広報委員会

１．ウェブサイトの管理 

２．ニュースレター第 13 号の発行準備

３．入会案内活動

総務委員会

１．会員名簿・会費の管理

２．理事会の開催準備と運営

３．評議員会開催準備と運営

４．総会開催準備（総会案内・総会出欠通知確認）と運営

５．総務委員会記録の管理

６．2020 年度会計報告書作成

７．2021 年度予算執行管理

８．2022 年度予算案作成

９．研究助成金制度の運営

10．役員選挙の準備

資料 4
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2022 年度　東京女子医科大学看護学会　各委員会活動経過報告

編集委員会

１．東京女子医科大学看護学会第 18 回学術集会報告の学会誌への原稿依頼

２．東京女子医科大学看護学会誌（第 18 巻第 1 号）の編集

　（2023 年 3 月発刊予定）

３．東京女子医科大学看護学会誌（第 18 巻第 1 号）の登録

４．投稿規程の検討

５．投稿論文数増加への働きかけおよび検討

６．査読システム・専任査読者制度の検討

広報委員会

１．ウェブサイトの管理 

２．ニュースレター第 14 号の発行準備

３．入会案内活動

総務委員会

１．会員名簿・会費の管理

２．理事会の開催準備と運営

３．評議員会開催準備と運営

４．総会開催準備（総会案内・総会出欠通知確認）と運営

５．総務委員会記録の管理

６．2021 年度会計報告書作成

７．2022 年度予算執行管理

８．2023 年度予算案作成

９．研究助成金制度の運営

10．円滑な選挙管理

11．各種規程および会則の見直し・改定

　（個人情報保護方針、選挙管理規定、研究助成規程）

資料 5  資料６
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 資料６資料 6：2021 年度決算

東京女子医科大学看護学会　2021（令和３）年度決算
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2023 年度　事業計画案

１．	第 19回学術集会開催

２．	学会誌第 19巻の発刊

３．	広報活動の推進

４．	事務処理の円滑化と会員確保

５．	研究助成金制度の運営

2023 年度　各委員会活動計画

編集委員会

１．	東京女子医科大学看護学会誌（第 19巻第 1号）の発刊

２．	投稿論文増加への働きかけおよび検討

３．	査読システム・専任査読者制度の検討

広報委員会

１．	ウェブサイト管理

２．	ニュースレター第 15号の発行

３．	学術集会等での学会員増を目指した入会案内活動

総務委員会

１．	会員名簿・会費管理

２．	理事会の開催準備と運営

３．	評議員会開催準備と運営

４．	総会開催準備（総会案内・総会出欠通知確認）と運営

５．	総務委員会記録の管理

６．	 2022 年度会計報告書作成

７．	 2023 年度予算執行管理

８．	 2024 年度予算案作成

９．	研究助成金制度の運

資料 7
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東京女子医科大学看護学会　2023年度予算案

資料 8：2023 年度予算案 資料８

　　　　　　　　　　自　2023年　4月　1日
　　　　　　　　　　至　2024年　3月31日

収収入入のの部部 （（単単位位：：円円））

項項目目 22002222年年度度予予算算額額 22002233年年度度予予算算額額 備備考考

ⅠⅠ会会費費 11,,448855,,000000 11,,448855,,000000

 　1．会員会費 1,485,000 1,485,000
　年会費　5,000円×285名＝1,425,000円
　入会金　3,000円×　20名＝60,000円

 　2．賛助会員会費 0 0 賛助会員退会

ⅡⅡ雑雑収収入入 330000,,005500 330000,,005500

 　1．受取利息 50 50 利子収入

 　2．学会誌販売 0 0

 　3．その他 300,000 300,000 第18回学術集会貸与より返金

ⅢⅢ前前年年度度繰繰越越金金 66,,887722,,773377 77,,220088,,886699

計計 88,,665577,,778877 88,,999933,,991199

支支出出のの部部

項項目目 22002222年年度度予予算算額額 22002233年年度度予予算算額額 備備考考

ⅠⅠ総総会会費費 445500,,000000 445500,,000000

　1．学術集会貸与 300,000 300,000 　本年より増額

　2．学術集会理事会共催企画 50,000 50,000 　学術集会理事会共催企画として

　3．諸経費 100,000 100,000 　郵送費等

ⅡⅡ会会議議費費 9900,,000000 9900,,000000 　理事会4回、評議委員会1回、交通費　等

ⅢⅢ編編集集委委員員会会活活動動費費 554400,,000000 554400,,000000

　1．郵送費 15,000 15,000

　2．印刷費 450,000 450,000 　学会誌印刷部数400部

　3．事務費 10,000 10,000

　4．会誌郵送費 60,000 60,000
　郵送作業委託費（協和印刷）
　メール便会員90円×400人、他再送分メー
ル便　等

　5．会議費 5,000 5,000

ⅣⅣ広広報報委委員員会会活活動動費費 228866,,000000 228866,,000000

　1．郵送費 6,000 6,000

　2．印刷費 120,000 120,000 　ニュースレター代　70円×2面×400部、発送費込み

　3．入会支援活動費 80,000 80,000 　入会案内作成費、理事会共催企画広報費　等

　4．学会ホームページ管理費 60,000 60,000
　サーバ/ドメイン契約更新31,９５６円、
  更新サポート（予備費）8,800円×3回＝
26,400円  等

　5．事務費 15,000 15,000 　振込手数料　等

　6．会議費 5,000 5,000

　7．学会ホームページ制作費 0 0

ⅤⅤ総総務務委委員員会会活活動動費費 440000,,000000 440000,,000000

　1．郵送費 45,000 45,000 　年会費請求郵送費　等

　2．封筒作成費 40,000 40,000 　年会費請求用封筒作成 等

　3．印刷費 200,000 200,000 　年会費請求書、払込票印刷、入会案内印刷　等

　4．事務費 100,000 100,000

　5．会議費 15,000 15,000

ⅥⅥ  研研究究助助成成金金 331155,,000000 331155,,000000

　1．助成金 300,000 300,000

　2．事務費 15,000 15,000 　郵送費、振込手数料　等

ⅦⅦ  役役員員選選挙挙費費 4400,,000000 00 　

ⅧⅧ  支支出出小小計計 22,,112211,,000000 22,,008811,,000000

ⅨⅨ  予予備備費費 66,,553366,,778877 66,,991122,,991199

計計 88,,665577,,778877 88,,999933,,991199

東東京京女女子子医医科科大大学学看看護護学学会会　　22002233年年度度予予算算案案
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東京女子医科大学看護学会研究助成規程
 

東京女子医科大学看護学会研究助成規程  
 
１．目的・名称 

本研究助成は、看護実践の質の向上に貢献する研究を推進し、看護学の発展に寄与す

ることを目的とする。名称を東京女子医科大学看護学会研究助成とする。 
 

２．助成対象 
助成の対象者は、看護研究、看護教育、看護実践における研究を志向する本学会会員であ

る個人またはグループとする。研究代表者および共同研究者は、本学会の正会員とし、研究

助成の当該年度の年会費を支払っていることを条件とする。 
 

３．研究期間 
 研究期間は、１年とする。(助成決定後から翌年 3 月末までとする。) 

 
４．申請期間 

申請期間は、総会での告知後（毎年 10 月）〜１月末までとする。 
 

５．申請方法  
申請書類に必要事項を記入しPDFとしたものを学会事務局総務委員会宛にメールで送付

する。申請書の書式については別に定める。申請書は学会ホームページよりダウンロー

ドし、ワープロまたは手書きで記入する。 
 

６．審査および助成対象の決定 
審査および助成対象の決定は、理事会（3 月）で行う。総会で助成対象について報告する。 
 

７．助成額と使用期間 
助成総額 30 万円とし、上限は 1 件 10 万円までとする。助成金の使用期間は 1 年とし、

研究期間と同様とする。なお、余剰金は返還することとする。 
 

８．助成金の使途 
 助成金の使用は、研究に要する経費：消耗品（図書を含む）、旅費、謝金、その他（印刷、

郵送、会議費など）とする。 
 

９．研究報告と会計報告 
研究終了後は、研究報告書(会計報告を含む)を必ず提出するものとし、提出期限は研究期間

終了時とする。研究報告書式（会計報告を含む）については、別に定める。研究報告書
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東京女子医科大学看護学会研究助成規程  
 
１．目的・名称 

本研究助成は、看護実践の質の向上に貢献する研究を推進し、看護学の発展に寄与す

ることを目的とする。名称を東京女子医科大学看護学会研究助成とする。 
 

２．助成対象 
助成の対象者は、看護研究、看護教育、看護実践における研究を志向する本学会会員であ

る個人またはグループとする。研究代表者および共同研究者は、本学会の正会員とし、研究

助成の当該年度の年会費を支払っていることを条件とする。 
 

３．研究期間 
 研究期間は、１年とする。(助成決定後から翌年 3 月末までとする。) 

 
４．申請期間 

申請期間は、総会での告知後（毎年 10 月）〜１月末までとする。 
 

５．申請方法  
申請書類に必要事項を記入しPDFとしたものを学会事務局総務委員会宛にメールで送付

する。申請書の書式については別に定める。申請書は学会ホームページよりダウンロー

ドし、ワープロまたは手書きで記入する。 
 

６．審査および助成対象の決定 
審査および助成対象の決定は、理事会（3 月）で行う。総会で助成対象について報告する。 
 

７．助成額と使用期間 
助成総額 30 万円とし、上限は 1 件 10 万円までとする。助成金の使用期間は 1 年とし、

研究期間と同様とする。なお、余剰金は返還することとする。 
 

８．助成金の使途 
 助成金の使用は、研究に要する経費：消耗品（図書を含む）、旅費、謝金、その他（印刷、

郵送、会議費など）とする。 
 

９．研究報告と会計報告 
研究終了後は、研究報告書(会計報告を含む)を必ず提出するものとし、提出期限は研究期間

終了時とする。研究報告書式（会計報告を含む）については、別に定める。研究報告書

 

式（会計報告を含む）は学会ホームページよりダウンロードし、ワープロまたは手書きで記入す

る。記入した研究報告書（会計報告書を含む）は、PDF としたものを学会事務局総務委員会宛

にメールで送付する。会計報告書および使用経費領収書の原本は、別途学会事務局総務委

員会まで郵送する。  

 
１０．研究成果の発表 

研究成果の発表は、研究助成終了の翌年度に開催される東京女子医科大学看護学会学術

集会で発表することとする。 
 

１１．その他 
研究助成にかかわる業務は、総務委員会が担当する。 

 
１２．規程の変更 
 本規程を変更する場合は、理事会の議を経るものとする。 
 

附則 
この規定は平成 24 年 7 月 30 日より施行とする。 

この規定は平成 26 年 10 月 1 日より施行とする。 

この規定は平成 28 年 10 月 1 日より施行とする。 

この規定は令和 4 年 10 月１日より施行とする。 
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東京女子医科大学看護学会役員選挙に関する規程

（目的）

第 1条　この規程は学会会則第 13条にもとづき選挙が公明適正に行われるように、これを定めることを目

的とする。

（選挙管理委員会）

第 2条　理事会は、正会員の中から 3名の選挙管理委員を委嘱する。

２．選挙管理委員は選挙管理委員会（以下 ｢委員会 ｣とする）を組織する。

３．委員会に選挙管理委員長をおく。選挙管理委員長１名は互選によって定める。

４．選挙管理委員は選挙権および被選挙権を有する者から選出する。

５．委員の任期は、告示前から選挙の終了までとする。委員の再任は妨げない。

第 3条　委員会は次の事業を行う。

１．評議員選挙

（１）選挙の公示

（２）選挙人名簿・被選挙人名簿の作成

（３）WEB投票の準備、会員への配信

（４）開票および投票の有効・無効の判定

（５）当選人の受諾確認

（６）当選人の公示

（７）次点以降の候補者順位の理事長への報告

２．理事・監事選挙

（１）WEB投票の準備、会員への配信

（２）開票および投票の有効・無効の判定

（３）当選人の受諾確認

（４）当選人の公示

３．総会への選挙結果の報告

４．その他、選挙が適正に行われるための必要な事項

（選挙権および被選挙権）

第 4条　その年度の会費を規定の期日までに納入した正会員は選挙権を有する。

第 5条　入会年度を含め 2年以上経過し、規定の期日までに会費を納入した正会員は被選挙権を有する。

第６条　選挙人名簿および被選挙人名簿を作成し、委員会の承認を得て正会員に配布しなければならない。

（選挙期日）

第７条　選挙の期日は、委員会で決定し、理事会での承認を得て正会員に告示しなければならない。

（投票）

第 8条　選挙は無記名投票により行う。
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第 9条　投票は評議員の改選人数を連記する。

　

（投票の取り扱い）

第 10条　開票は委員会が行う。

２．開票には選挙管理委員長が指名した者が立ち会う。

３．開票は通知した指定の期日までの、オンライン投票したものについて行う。

第 11条　次の投票は無効とする。

（１）正規の方法以外で投票されたもの

（２）記載された候補者が明らかでない場合や、候補者以外の氏名を記載したもの

（３）1票中に定数以上の候補者氏名を記載したもの

（４）その他、選挙規程に反するもの

（当選人）

第 12条　当選人は次に該当するものとする。

（１）有効投票を多数得たものから順に当選人とする。

（２）同数の有効投票を得たものについては、抽選により当選人を決定する。

（３）当選人が辞退したときは、次点のものから順に繰り上げて当選人とし承諾を得る。

（当選人の公示）

第 13条　当選人が決定したら、委員会は当選人に当選の旨を通知し、その承諾を得る。

　　　　   また、当選人氏名を会員に公示する。

（その他）

第 14条　この規程を施行するにあたり、疑義が生じた場合、委員会はその旨を理事会に報告しなければな

らない。

（規程の変更）

第 15条　この規程を変更する場合は、理事会の承認を必要とする。

附則

この規程は、平成 18年 10月 7日から施行する。

この規程の改正は、令和 4年 1月 20日から施行する。
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東京女子医科大学看護学会　個人情報保護方針
2006 年７月３日　（理事会承認）

　東京女子医医科大学看護学会（以下，本学会と略す）は，会員の個人情報についてその重要性を認識し，

個人情報の適切な収集・利用・安全管理に務めます。

個人情報の収集
　個人情報の収集に際しては，本学会に定めた事業と目的に沿ったサービスの提供などのために必要な範

囲においてのみ，本人の同意に基づく適切な方法で収集します。

個人情報の利用および提供
　収集した個人情報は，業務遂行と会員サービスへの反映のために，次の利用目的の範囲に限り使用します。 

1）入会・会員情報の更新・退会手続き

2）学術集会・総会・学会催しの案内，学会誌・ニュースレターの発送

3）年会費請求書などの送付

4）学会が行う調査票やアンケートの発送

5）その他，学会が発信する情報の発送

　収集した個人情報は，次の場合を除き第三者に提供することはありません。

1）法令に基づく場合

2）本人の同意がある場合

3）個人情報の保護・管理に関する契約を結んだ外部要員に預託する場合

個人情報の管理
　本学会が収集した個人情報は，紛失，破壊，改ざん，漏えいなどを防止するため適正に管理します。個

人情報を入力している端末は，外部からの不正アクセスを防ぐためインターネットに接続していません。

　本学会の保有する個人情報は，利用目的に応じて正確かつ最新の内容に保つよう努めます。

業務の一部を外部要員に預託する場合，個人情報の保護，および適正な取り扱いに関する契約を結ぶこと

により，安全管理措置を遵守いたします。

個人情報の開示および訂正等
　本学会が保有する個人情報について，その情報提供の本人から開示および変更・訂正・削除を求められ

た場合は，適切な本人確認の手続きを経たうえで遅滞なくこれに応じます。

個人情報保護の維持および改善
　本学会は，法令の変更その他の理由を考慮し，個人情報の保護，管理が適正に行われるよう見直し，改

善に努めます。 

個人情報の確認 ･ 問い合わせ
東京都新宿区河田町 8 － 1　東京女子医科大学看護学部内

東京女子医科大学看護学会

FAX：03-3357-4866
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東京女子医科大学看護学会　理事名簿
（五十音順・敬称略）

（◎：理事長、○：副理事長）

氏　名 所　属

１ 　青　木　雅　子 東京女子医科大学　看護学部

２ ◎小　川　久貴子 東京女子医科大学　看護学部

３ 　見　城　道　子 東京女子医科大学　看護学部

４ 小　泉　雅　子 東京女子医科大学　看護学部

５ ○清　水　洋　子 東京女子医科大学　看護学部

６ 山　内　典　子 東京女子医科大学附属八千代医療センター

東京女子医科大学看護学会　監事名簿

氏　名 所　属

１ 諏　訪　茂　樹 東京女子医科大学　看護学部

２ 原　　　三紀子 東邦大学　看護学部

2020 年 4 月 1 日 ~2023 年 3 月 31 日

2020 年 4 月 1 日 ~2023 年 3 月 31 日
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東京女子医科大学看護学会　評議員名簿
（五十音順・敬称略）

氏　名 所　属

１ 青　木　雅　子 東京女子医科大学　看護学部

２ 江　畑　典　子 東京女子医科大学附属足立医療センター　看護部

３ 小　川　久貴子 東京女子医科大学　看護学部

４ 川　崎　敬　子 東京女子医科大学附属八千代医療センター　看護部

５ 草　柳　かほる 平成帝京大学　ヒューマンケア学部看護学科

６ 見　城　道　子 東京女子医科大学　看護学部

７ 小　泉　雅　子 東京女子医科大学　看護学部

８ 小宮山　陽　子 東京女子医科大学　看護学部

９ 清　水　洋　子 東京女子医科大学　看護学部

10 諏　訪　茂　樹 東京女子医科大学　看護学部

11 野　口　真由美 東京女子医科大学附属八千代医療センター　看護部

12 原　　　三紀子 東邦大学　看護学部

13 水　野　敏　子 関西医科大学　看護学部

14 山　内　典　子 東京女子医科大学附属八千代医療センター　看護部

15 山　口　紀　子 昭和大学　認定看護師教育センター

16 若　林　留　美 東京女子医科大学病院　看護部

17 渡　邉　麻　希 東京女子医科大学病院　看護部

2020 年 4 月 1 日 ~2023 年 3 月 31 日
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東京女子医科大学看護学会　委員会委員

（敬称略 , 委員長以下五十音順）

（◎：委員長）

氏名 所属

編集委員会 ◎青　木　雅　子 東京女子医科大学　看護学部

池　田　真　理 東京大学大学院　医学系研究科

見　城　道　子 東京女子医科大学　看護学部

伊　藤　由起子
東京女子医科大学　統合教育学修センター　

看護学部

小宮山　陽　子 東京女子医科大学　看護学部

広報委員会 ◎清　水　洋　子 東京女子医科大学　看護学部

石　井　まりえ 東京医療保健大学　千葉看護学部　看護学科

金　屋　佑　子 東京女子医科大学　看護学部

総務委員会 ◎小　川　久貴子 東京女子医科大学　看護学部

小　泉　雅　子 東京女子医科大学　看護学部

山　内　典　子
東京女子医科大学附属八千代医療センター　

看護部

山　口　紀　子 昭和大学認定看護師教育センター

若　林　留　美 東京女子医科大学病院　看護部

2020 年 4 月 1 日 ~2023 年 3 月 31 日
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東京女子医科大学看護学会誌　投稿規程

1. 投稿資格 

投稿者は著者および共著者を含め本学会会員

および準会員（賛助会員を除く）に限る。但し、

編集委員会から依頼された原稿はこの限りでは

ない。 

2. 投稿論文の受理・採択 

　1) 受理した原稿は返却しない。 

　2）修正を求められた場合は、提出期限を厳守

すること。提出期限を過ぎての投稿は受け付

けない。

　3) 投稿論文の採否の決定は編集委員会がこれに

あたる。ただし、専門領域に応じて適切な第

三者に査読を依頼し、その結果を参考とす

る。

3. 原稿の種類 

1) 原稿の種類は以下の 5 種類とする。 

【総説】ある主題に関連した研究文献等をレ

ビューし、当該主題について総括的に概説

し、見解を述べたもの。 

【論説】ある主題に関連した論述、展望、提言。 

【研究論文】独創的で、新しい知見が論理的に

示された研究成果で、学術的な意義が明らか

であるもの。 

【資料】上記の分類に該当しない調査、実験、

事例、実践の報告、および資料等で、本　　

　学会員の研鑽に資するもの。 

【その他】本会の目的に合致する見解等で、編

集委員会が適当と認めたもの。 

2) 投稿論文は未発表のものに限る。 

4. 倫理的配慮 

人を対象とした論文は、東京女子医科大学倫

理委員会規程ならびに遺伝子解析研究に関する

倫理審査委員会規程に則って行われた研究であ

り、本学倫理委員会の承認を受けたものとす

る。また動物を用いた研究は、本学動物実験倫

理委員会規程を遵守して行われた研究であり、

本学動物実験倫理委員会の承認を受けたものと

する。なお、本学以外で行われた研究の場合は、

これに準ずるものとする。  

5．利益相反

著者全員について、研究内容と関係がある利

益相反状態を謝辞の中に明示しなければならな

い。利益相反関係がある場合には、関係する企

業・団体名も記載する。また、研究費の補助を

受けている場合、公的機関や私的企業の名称等

を明記する。

利益相反の記載方法は以下の通りとする。

　(1) 当該研究の遂行や論文作成において、利益

相反となるような経済的支援を受けた場合

には、

「本論文は、〇〇年度科学研究費 (8 桁の課題

番号 ) の助成を受けた。」

「本研究は、〇〇〇〇の資金提供を受けた。」

　　　　　などと、その旨を記載する。

　(2) 利益相反状態が存在しない場合には、

「本研究における利益相反は存在しない。」　

と記載する。

6．二重投稿の禁止

投稿論分は、他紙にすでに発表された論文あ

るいは投稿中もしくは投稿予定でないものに限

る。なお、本学機関リポジトリーに全文掲載さ

れた論文は、二重投稿とみなし受け付けない。

7. 投稿手続 

　1) 原稿および投稿論文チェックリストは、電子

メールで送信する。 

・メールアドレス：edit-nrc.bk@twmu.ac.jp 

・メールの件名：「投稿者姓（例：山田） 東京

女子医科大学看護学会誌投稿」 

・提出原稿は、表紙、和文抄録（研究論文の

み）、英文抄録（研究論文のみ）、本文（文

献を含む）、 表、図に分けてファイルを作



− 65 −

東京女医大看会誌 Vol 18. No 1. 2023

成し、メールに添付する。ファイル名のはじ

めに投稿者の姓を記入すること。 

　 2) 投稿時には、学会ホームページより投稿論

文チェックリストをダウンロードのうえ、原

稿を点検する。 

8. 執筆要領 

　1) 原稿は A4 判横書きで、1 行文字数を全角 35

字、1 ページの行数を 28 行（約 1000 字）

とする。 

　2) 投稿論文は、図表を含め以下の枚数以内とす

る。 

総説  12 枚以内

論説  10 枚以内

研究論文  16 枚以内

資料  12 枚以内

その他  8 枚以内

　 3) 原稿には表紙をつけ、以下を記す。 

① 表題、英文表題（すべて大文字とする）

② 著者名（ローマ字とも）

③ 所属機関名（英文名とも）

④ 図・ 表および写真等の枚数

⑤ キーワード（日本語、英語各々 4 語程度）

⑥ 希望する原稿の種類

⑦ 別刷必要部数

⑧ 著者全員の会員番号

⑨ 連絡先住所、電話番号および FAX 番号、

E-mail アドレス

⑩ 倫理委員会名称（承認番号）

⑪ 謝辞

⑫ 利益相反

⑬ 付記（学術集会での発表、修士・博士論

文に加筆・修正を加えたことなど）

　4) 図・表および写真は、それぞれ通し番号を付

け、本文とは別に一括し、本文原稿右欄外

に、挿入位置を朱書きする。 

　5) 原稿はなるべく当用漢字、新かなづかいと

し、外国語はカタカナで、外国人名、日本語

訳が定着していない学術用語は、原則として

活字体の原綴りで書く。 

　6) 文献の記載方法は以下のとおりとする。

(1) 本文中に著者名、発行年次を括弧表示する。

① 著者が 1 名の場合：

（若松 , 2002），（Wakamatsu, 2002）

② 著者が 2 名の場合：

（ 若 松・ 河 田 , 2002），（Wakamatsu & 

Kawada 2002）

③ 著者が 3 名以上の場合：

（ 若 松 ら , 2002），（Wakamatsu, et al. 

2002）

［筆頭著者名のみを記載し，「‥‥ら」，

「‥‥ et al.」と記載する］

④ 文献が 2 編以上の場合：

（河田 , 2001； 若松 , 2002）

［アルファベット順に記載］ 

⑤ 同一著者が同じ年に複数の論文を発表し

ている場合：（若松 , 2001a）

［発行年次の後に a, b, c‥‥を付けて区別

する］

⑥ 翻訳本の場合：

 Nightingale(1860/2010）

［原書出版年とともに翻訳書出版年を併記

する］

⑦著者名をアルファベットで表記する場合

は姓（ファミリーネーム）のみを記載：

（Nightingale, 1910）

(2) 文献は、英文献と和文献を分けずに、本文

末尾に著者名のアルファベット順に列記す

る。共著者は 3名まで表記することとする。

① 著者が 1 名の場合：

若松みどり（2002）．題名．‥‥‥ 

② 著者が 2 名および 3 名の場合：

若松みどり，河田あおい，新宿あかね

（2002）．題名．‥‥‥

③ 著者が 4 名以上の場合： 3 名まで記載し、

他とする

若松みどり，河田あおい，新宿あかね，

他（2002）．題名．‥‥‥

④ 著者名をアルファベットで表記する場合

は姓（ファミリーネーム）を先に記載
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し，名（ファーストネームおよびミド

ルネーム）は先頭の文字のみを記載：

Nightingale, F.（1910）．題名．‥

⑤ 4 名以上の著者名をアルファベットで表

記する場合：3 名まで記載し et al. とする

Wakamatsu, M., Kawada, M., Nightingale, 

F. et al.（2000）．題名．‥‥‥

(3)文献情報の記載様式は以下のとおりとする。

【雑誌掲載論文】 

・著者名（発行年次）. 論文表題 . 掲載雑誌名 , 

号もしくは巻（号）, 最初のページ数－最後

のページ数 .  

【単行本】 

・著者名（発行年次）. 書名（版数）. 発行地 ,

出版社名 . 

・著者名（発行年次）. 論文表題 . 編者名 , 書名

（版数）. ページ数 , 発行地 , 出版社名 .  

【翻訳書】 

・原著者名（原書の発行年次）/ 訳者名（翻訳

書の発行年次）. 翻訳書の書名（版数）, 発行

地 , 出版社名 . 

【オンライン版で、DOI のない場合】

・著者名 ( 年号 )．論文タイトル．収載誌名，

巻 ( 号 )，開始ページ - 終了ページ．URL

【オンライン版で、DOI のある場合】

・著者名 ( 年号 )．論文タイトル．収載誌名，

巻 ( 号 )， 開 始 ペ ー ジ - 終 了 ペ ー ジ．doi：

DOI 番号

【Web ページなど、逐次的な更新が前提のコン

テンツを引用する場合】

・出版データのあとにカッコで括って検索日を

記載する。

　7) 研究論文希望の場合には、300 words 前後の

英文抄録ならびに 800 字以内の和文抄録を

付ける。英文抄録は、表題、著者名、所属、

本文の順に記載する。 

9. 著者校正 

著者校正は 1 回までとする。大幅な加筆、修

正は認めない。 

10. 著作権 

著作権は本学会に帰属する。 

11. 著者が負担すべき費用 

　1) 掲載料は原則として無料とする。 

　2) 別刷料  別刷はすべて実費を著者負担とする。 

　3) その他  図表等、印刷上特別な費用を必要と

した場合は、著者負担とする。 

12. 投稿締切 

毎年 9 月 10 日を締切とする。 投稿締切期日

を過ぎての投稿は受け付けない。

13. その他

投稿にかかわる業務は、編集委員会が担当する。

〒 162-8666 東京都新宿区河田町 8-1 

東京女子医科大学看護学部内 

東京女子医科大学看護学会編集委員会 

E-mail: edit-nrc.bk@twmu.ac.jp  

14. 規程の改正

本規程を改正する場合は、理事会の議を経る

ものとする。

 

附則 

この規程の改正は、平成 24 年 9 月 24 日から施

行する。 

この規程の改正は、平成 27 年 10 月 3 日から施

行する。

この規程の改正は、平成 31 年 4 月 1 日から施行

する。

この規定の改定は、令和2年4月1日から施行する。

この規定の改定は、令和3年4月1日から施行する。

投稿論文チェックリスト 
 
投稿する前に下記項目を点検し■印を付け、投稿論文チェックリストを原稿とともに

ご提出ください。不備がある場合には、投稿を受理しないことがあります。 
編集委員会宛にメールを送付しますと、投稿者には受け取りの返信が届きます。その

後投稿受付が完了しましたら担当者よりメールをお送りいたします。投稿後、2 週間た

っても連絡がない場合は、必ず編集委員会までお問い合わせください。 
 
□ 1. 原稿の内容は他の出版物にすでに発表、あるいは投稿されていない 
□ 2. 著者はすべて本学会員である（または入会申請中である） 
□ 3. 原稿枚数は本文、文献、図表を含めて投稿規程の制限範囲内である 

（図表は A4 用紙 1 枚の大きさを 1,000 字とする） 
□ 4. 倫理的配慮についてその内容が記載され、倫理委員会または動物実験倫理委員会の

承認を受けて いる（倫理委員会名と承認番号を記載する） 
□ 5. 原稿は A4 判横書きで、1 行全角 35 字、1 ページ 28 行としている 
□ 6. 表紙には、次の内容が漏れなく記載されている 

□表題           
□英文表題（すべて大文字）  
□著者名（ローマ字とも） 
□所属機関名（英文名とも） 
□図・表および写真等の枚数   
□キーワード（日本語、英語各々4 語程度、英語はすべて小文字） 
□希望する原稿の種類    
□別刷必要部数        
□著者全員の会員番号 
□連絡先住所・電話番号および FAX 番号・E-mail アドレス 
□倫理委員会名称（承認番号） 
□謝辞（あるいは研究助成） 

□利益相反 

□付記（学術集会に発表している旨や修士・博士論文に加筆・修正を加えたこと） 
□ 7. 本文原稿右欄外に図、表、写真の挿入希望位置を朱書きで示している 
□ 8. 文献の記載方法は投稿規程通りとなっている 
□ 9. 誤字、人名のスペルミス、文献記載の不備等の誤りはない 
□10. 句読点は「、」と「。」で統一されている 
□11. 研究論文希望の場合、800 字以内の和文抄録、300 words 前後の英文抄録をつけてい

る 
□12. 抄録には原則として、目的・方法・結果・結論の項目をつけ、それぞれにつき簡潔

に述べている 
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投稿論文チェックリスト 
 
投稿する前に下記項目を点検し■印を付け、投稿論文チェックリストを原稿とともに

ご提出ください。不備がある場合には、投稿を受理しないことがあります。 
編集委員会宛にメールを送付しますと、投稿者には受け取りの返信が届きます。その

後投稿受付が完了しましたら担当者よりメールをお送りいたします。投稿後、2 週間た

っても連絡がない場合は、必ず編集委員会までお問い合わせください。 
 
□ 1. 原稿の内容は他の出版物にすでに発表、あるいは投稿されていない 
□ 2. 著者はすべて本学会員である（または入会申請中である） 
□ 3. 原稿枚数は本文、文献、図表を含めて投稿規程の制限範囲内である 

（図表は A4 用紙 1 枚の大きさを 1,000 字とする） 
□ 4. 倫理的配慮についてその内容が記載され、倫理委員会または動物実験倫理委員会の

承認を受けて いる（倫理委員会名と承認番号を記載する） 
□ 5. 原稿は A4 判横書きで、1 行全角 35 字、1 ページ 28 行としている 
□ 6. 表紙には、次の内容が漏れなく記載されている 

□表題           
□英文表題（すべて大文字）  
□著者名（ローマ字とも） 
□所属機関名（英文名とも） 
□図・表および写真等の枚数   
□キーワード（日本語、英語各々4 語程度、英語はすべて小文字） 
□希望する原稿の種類    
□別刷必要部数        
□著者全員の会員番号 
□連絡先住所・電話番号および FAX 番号・E-mail アドレス 
□倫理委員会名称（承認番号） 
□謝辞（あるいは研究助成） 

□利益相反 

□付記（学術集会に発表している旨や修士・博士論文に加筆・修正を加えたこと） 
□ 7. 本文原稿右欄外に図、表、写真の挿入希望位置を朱書きで示している 
□ 8. 文献の記載方法は投稿規程通りとなっている 
□ 9. 誤字、人名のスペルミス、文献記載の不備等の誤りはない 
□10. 句読点は「、」と「。」で統一されている 
□11. 研究論文希望の場合、800 字以内の和文抄録、300 words 前後の英文抄録をつけてい

る 
□12. 抄録には原則として、目的・方法・結果・結論の項目をつけ、それぞれにつき簡潔

に述べている 
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□13. 英文抄録と和文抄録の内容は合っている 
□14. 英文抄録は native check を受けている チェック者・機関名              
□15. 投稿論文は次の内容に分けてファイルを作成し、電子メールに添付して提出する 

ファイル名のはじめに投稿者の姓を記入する（例：「山田 表紙」） 
□表紙：通し番号はつけない。1 ページ分を使用する 
□和文抄録（研究論文）：通し番号はつけない。1 ページ分を使用する 
□英文抄録（研究論文）：通し番号はつけない。1 ページ分を使用する 
□本文・文献：通し番号は第 1 ページから 
□表：ページ番号はつけず。1 ページに 1 点とする 
□図：ページ番号はつけず。1 ページに 1 点とする 

□16. メールの件名は「投稿者姓（例：山田）東京女子医科大学看護学会誌投稿」とする 
□17. 表紙以外の原稿は氏名・所属・倫理委員会名称（承認番号）・謝辞・利益相反・付記

ほか投稿者を特定できるような事項を塗りつぶしている 
□18. 投稿者全員が当該年度の学会費を納めている（入会申請中のものがいる場合には、

入会承認後、入会金や年会費を期限内に支払うことを筆頭研究者が確認している） 
 
――――――――――――――――――――― 
以下は、再投稿時に点検してください。 
 
□19. 査読を受けた後の再投稿原稿は、原稿の修正箇所に下線等で明示してある 
□20. 再投稿時は、修正対照表も提出する 

以上 
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□13. 英文抄録と和文抄録の内容は合っている 
□14. 英文抄録は native check を受けている チェック者・機関名              
□15. 投稿論文は次の内容に分けてファイルを作成し、電子メールに添付して提出する 

ファイル名のはじめに投稿者の姓を記入する（例：「山田 表紙」） 
□表紙：通し番号はつけない。1 ページ分を使用する 
□和文抄録（研究論文）：通し番号はつけない。1 ページ分を使用する 
□英文抄録（研究論文）：通し番号はつけない。1 ページ分を使用する 
□本文・文献：通し番号は第 1 ページから 
□表：ページ番号はつけず。1 ページに 1 点とする 
□図：ページ番号はつけず。1 ページに 1 点とする 

□16. メールの件名は「投稿者姓（例：山田）東京女子医科大学看護学会誌投稿」とする 
□17. 表紙以外の原稿は氏名・所属・倫理委員会名称（承認番号）・謝辞・利益相反・付記

ほか投稿者を特定できるような事項を塗りつぶしている 
□18. 投稿者全員が当該年度の学会費を納めている（入会申請中のものがいる場合には、

入会承認後、入会金や年会費を期限内に支払うことを筆頭研究者が確認している） 
 
――――――――――――――――――――― 
以下は、再投稿時に点検してください。 
 
□19. 査読を受けた後の再投稿原稿は、原稿の修正箇所に下線等で明示してある 
□20. 再投稿時は、修正対照表も提出する 

以上 

東京女子医科大学看護学会 入会のご案内 
 

東京女子医科大学看護学会に入会をご希望の方は、ホームページhttp://www.nrctwmu.jp/ 
「入会申し込みフォーム」よりお申込みください。理事会の承認後、通知を出しますので
入会金とともに年会費をお振込みください。 
なお、会計年度は毎年4月1日から翌年3月31日までとし、年度途中の入会でも年会費の

変更はいたしませんのでご了承ください。 

＜入会資格と入会金/年会費＞ 
正 会 員：本会の目的に賛同し、看護研究・看護教育・看護実践に携わる者 

入会金3000円/年会費5000円 
準 会 員：本会の目的に賛同する東京女子医科大学看護学部学生・看護専門学校生 

年会費2000円 
賛助会員：本会の目的に賛同する個人または団体 

年会費は一口20,000円 2口以上 

＜入会までのステップ＞ 

 
 

＜お問い合わせ＞ 
事務局 ：〒162-8666 

東京都新宿区河田町8-1 
東京女子医科大学看護学部 
「東京女子医科大学看護学会」事務局 宛 
Email：nrc-somu.bk@twmu.ac.jp 



− 70 −

◆編集後記

　今期の編集委員会の 3 年間は、丁度 COVID-19 の始まりから、そして新たな様式が組み込まれていく中で

進行していきました。臨床や教育関連の会員方々が多い本学会では、投稿論文が激減した期間でもありまし

た。その中で、より質の高い論文を届けるために、採択を見送った投稿論文も多々ありました。編集委員会

としては、毎巻に多くの論文が掲載できればと願っていましたが、論文の質を最重要視した過程を経た結果

でもあります。一方で、世界を見れば、COVID-19 に関する論文が溢れるほどの勢いで輩出されていたこと

からも、本誌として英知や情報を発信するために何をすべきかを模索してきました。

　そこで、本誌として初となる「特集」というユニークな試みを発端に、少し大げさかもしれませんが、本

学会の歴史に残る 3 年間を展開してきました。これらの新たな試みは、ご執筆・ご参加くださった皆様の深

いご理解とご協力によって実現されたものであり、また同時に、本編集委員会メンバーの、池田真理委員・

見城道子委員・伊藤由起子委員・小宮山陽子委員の創造的で熱いエネルギーに力強く支えられ、これらの全

てが統合して成し得たことだと考えます。あらためまして、本誌に関連する全ての皆様方の御協力の賜物で

あると、心より感謝申し上げます。

　さて、本誌は学術誌として冊子体で発刊されるとともに、機関リポジトリに掲載されており、論文をはじ

め全ての内容が幅広い社会の皆様方に届いています。自分の中にあるものや研究成果を、是非、文字や文章

あるいは論文で表現され、その英知を発信する学会誌としてご活用いただければと思っております。

　COVID-19 と並走しながらの状況で、世界中が新しいことに挑戦したり創生したりを続けていますが、本

誌も、皆様のご尽力により進化・深化・新化、そして真価を形にしていけたのではないかと考える次第です。

これからも質の高い論文が満載の学会誌であり続けるよう、社会に未来につながる学会誌へと益々発展して

いくことを祈念しております。

青木雅子
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